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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タグ付き画像を用いた名詞と形容詞の関係分析というテーマで、
電気通信大学の小原侑也が発表させていただきます。




目的 
雑多なタグ付け   タグ検索の精度低下 
名詞と形容詞の視覚的関連性を分析 

視覚的関連性 

   ＞ 

 flower + red  dog + red 

検索精度向上 , データセットの作成 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在Web上にあるタグ付き画像の多くは、雑多なタグ付けがされています。
そのため、タグによる検索結果には必要ない画像も多く含まれ、検索精度の低下を引き起こしています。
そこで本研究では、タグの組み合わせのうち名詞と形容詞の組み合わせに焦点を当て、
例えば、形容詞redが名詞の物体を修飾するredとflowerの組み合わせの方が、違う物体を修飾しているredとdogの組み合わせより視覚的関連性が高くなると予想し、タグ間の視覚的関連性を分析しました。
そして、視覚的関連性の高い画像を提示することで、検索精度の向上や、それらの画像を集めた新たなデータセットの作成に役立つのではないかと考えています。
ポスターでは、本研究の分析結果を紹介したいと思いますので、ぜひIS1-55までお越しください。
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